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ソ
ニ
ー
の
情
報
流
出
問
題
が
収
ま
ら
な
い
。
新
た
に
不
正
侵
入
が
見
つ
か
り
、
流
出
し
た
お

そ
れ
が
あ
る
個
人
情
報
は
１
億
人
分
を
超
え
た
。
問
題
が
起
き
た
会
社
は
ソ
ニ
ー
本
社
に
と
っ

て
は
「
ひ
孫
会
社
」
。
グ
ル
ー
プ
全
体
を
見
渡
せ
な
い
管
理
体
制
の
甘
さ
や
、
対
応
の
遅
れ
が

被
害
を
大
き
く
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▼
１
面
参
照

デ
ー
タ
暗
号
化
せ
ず
故
殺

　
　
　
「
ハ
ッ
カ
ー
か
ら
す
れ
ば
や
・
　
流
出
の
お
そ
れ
が
新
た
に
ね
万
人
分
に
の
ぽ
る
。
　
　
一

　
。
り
た
い
放
題
。
当
た
り
前
の
こ
・
か
っ
た
の
は
、
パ
ソ
コ
ン
向
け
　
今
回
は
ほ
か
に
、
ソ
ニ
ー
側

胴
と
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
と
し
・
に
ゲ
ー
ム
を
配
信
し
て
い
る
の
ミ
ス
で
暗
号
化
さ
れ
て
い
な

裏
か
言
い
よ
う
が
な
い
」
　
　
一
「
ソ
ニ
ー
・
オ
ン
ラ
イ
ン
エ
ン
い
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
情
報
も

　
　
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
危
機
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
（
Ｓ
Ｏ
Ｅ
）
」
・
含
ま
れ
て
い
た
。
ソ
ニ
ー
は
前
’
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管
理
に
く
わ
し
い
慶
応
大
学
瀧
の
約
２
４
６
０
万
人
分
。
先
週

境
情
報
学
部
の
武
藤
佳
恭
教
授
わ
か
っ
た
「
プ
レ
イ
ス
テ
ー
シ

は
、
ソ
ニ
ー
の
情
報
管
理
に
つ
ョ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｐ
Ｓ

回
発
覚
し
た
際
は
「
カ
ー
ド
情
一

報
は
暗
号
化
さ
れ
て
い
る
」
と
Ｉ

し
て
お
り
、
今
回
は
よ
り
深
刻
・

い
て
「
信
じ
ら
れ
な
い
お
粗
末
Ｎ
ご
の
約
７
７
０
０
万
人
分
な
可
能
性
も
あ
る
。

さ
」
と
指
摘
す
る
。
　
　
一
と
あ
わ
せ
、
延
べ
１
億
１
６
０
一
　
Ｓ
Ｏ
Ｅ
は
２
０
０
７
年
、
顧

a ■ ･ ㎜ ㎜ - = ･ -

客
情
報
を
よ
り
安
全
性
か
高
い

サ
ー
バ
ー
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
）
に
移
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

古
い
サ
ー
バ
ー
に
は
約
１
万

２
７
０
０
件
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
や
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
の

番
暗
涛
報
が
暗
号
化
も
さ
れ

ず
、
む
き
出
し
で
残
っ
て
い
た

の
だ
。
多
く
は
有
効
期
限
か

ハ
ワ
ー
ド
ー

ス
ト
リ
ン
ガ
ー

き
曳
抄
社
長

ソニーの情報流出の

問題点

¶

切
れ
、
今
も
有
効
期
限
内
な
の
て
お
く
の
が
常
識
だ
。
　
　
れ
が
わ
か
っ
た
の
は
５
月
―
目

は
９
０
０
件
ほ
ど
だ
と
い
う
。
　
Ｓ
Ｏ
Ｅ
は
不
正
侵
入
の
形
跡
（
日
本
時
間
２
日
）
。
そ
の

た
だ
、
カ
ー
ド
番
号
な
ど
は
期
か
わ
か
り
、
４
月
2
0
日
に
サ
ー
間
、
ソ
ニ
ー
本
社
に
は
［
問
題

限
が
切
れ
て
も
同
じ
可
能
性
が
ビ
ス
を
止
め
た
が
、
社
内
調
査
な
し
］
と
報
告
し
て
い
た
。

あ
る
。
　
　
　
　
　
　
だ
け
で
「
情
報
流
出
は
な
い
」
’
『
’
ゲ
ー
ム
だ
か
ら
』
と
対

　
業
界
で
は
、
デ
ー
タ
を
移
す
と
判
断
し
、
翌
2
1
日
に
サ
ー
ビ
。
策
を
怠
っ
て
き
た
と
し
か
思
え

際
、
占
い
デ
ー
タ
は
一
定
の
時
。
ス
を
再
開
し
た
。
そ
の
後
に
詳
な
い
］
。
武
藤
教
授
は
管
理
体

間
が
た
つ
と
消
え
る
設
定
に
し
細
調
査
を
始
め
、
流
出
の
お
そ
］
制
の
軽
さ
を
指
摘
す
る
。

ネ
ッ
ト
事
業
「
つ
ぎ
は
ぎ
」

　
ソ
ニ
ー
は
電
子
機
器
の
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
か
ら
始
ま
り
、
音

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
へ
の
展
開

を
駆
け
足
で
進
め
て
き
た
。
手

楽
や
映
画
、
ゲ
ー
ム
分
野
へ
と
一
を
広
げ
る
た
び
に
「
つ
ぎ
は

進
出
し
た
。
こ
こ
1
0
年
ほ
ど
は
’
ざ
」
で
組
織
を
作
り
、
そ
の
ほ

ビ
ク
チ
ャ
ー
ズ
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト

銀
４
…
…
…
…
…
…
Ｊ
＠
報
告
の
遅
れ

－Ｓ
Ｃ
ｒ
』
　
・

ア
メ
リ
カ

ぶ
国
の
　
．

ｆ
ゲ
ー
ム
穴
刹
ｌ

オ
ン
ラ
イ
ン
エ
ン
タ

テ
イ
ン
メ
ン
ト

米
国
の
パ
ソ
コ
ン
．

’
向
け
ゲ
ー
ム
会
荊
’

ｔ
よ
㈲
胴
薗
）

こ
ろ
ぴ
か
流
出
問
題
を
招
い
た

と
も
言
え
る
。

　
Ｓ
Ｏ
Ｅ
は
東
京
の
本
社
か
ら

み
る
と
「
ひ
孫
会
社
」
。
も
と

は
ソ
ニ
ー
が
１
９
８
９
年
に
買

収
し
た
米
国
の
映
画
会
社
「
コ

ロ
ン
ビ
ア
・
ピ
ク
チ
ャ
ー
ズ
」

傘
下
の
会
社
だ
。
Ｐ
Ｓ
Ｎ
を
運

営
し
て
い
た
［
ソ
ニ
ー
・
コ
ン

ピ
ュ
ー
‘
タ
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン

ト
（
Ｓ
Ｃ
Ｅ
）
」
も
ソ
ニ
ー
傘
下

の
音
楽
会
社
で
育
て
ら
れ
た
。

分
ち
ら
も
、
テ
レ
ビ
な
ど
電
子

　
‐
1
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
現
代
産

業
社
会
に
落
ち
た
限
石
」
と
主

張
し
、
ソ
フ
ト
や
ネ
ッ
ト
事
業

を
重
視
す
る
路
線
に
転
換
し

た
。
泥
流
］
の
会
社
が
、
グ

ル
ー
プ
の
根
幹
噺
業
を
担
う
よ

う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
だ
。

　
だ
が
、
出
井
氏
の
か
け
声
と

は
裏
腹
に
、
ソ
ニ
ー
本
社
で
は

毛
色
の
違
う
会
社
群
を
束
ね
る

管
理
体
制
は
痘
わ
な
か
っ
た
。

ネ
ッ
ト
事
業
者
に
不
可
欠
な
安

全
対
策
を
徹
底
さ
せ
る
司
令

塔
」
も
い
な
か
っ
た
。
ソ
ニ
ー

は
今
回
の
問
題
を
受
け
、
グ
ル

ー
プ
全
体
を
み
る
情
報
管
理
責

任
者
に
グ
ル
ー
プ
各
社
が
確
実

に
報
告
す
る
体
制
を
つ
く
る
。

　
　
「
そ
も
そ
も
役
員
に
は
都
合

の
悪
い
こ
と
は
上
が
っ
て
こ
な

い
。
普
段
か
ら
現
誘
と
対
話
で

き
る
仕
組
み
が
不
可
欠
だ
か
、

全
く
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
だ

ろ
う
」
。
リ
ス
ク
管
理
に
く
わ

し
い
日
本
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
総
合

。
機
器
事
業
が
強
か
っ
た
本
社
か
研
究
所
の
戸
村
智
恵
理
事
長

・
ら
み
る
と
、
「
亜
唇
た
っ
た
。
は
、
ソ
ニ
ー
が
抱
え
て
い
た
弱

一
　
と
こ
ろ
が
、
ソ
ニ
ー
は
9
0
年
点
を
指
摘
す
る
。

。
代
以
降
、
出
井
伸
之
前
会
長
が
　
　
（
野
村
周
、
大
宮
司
聡
）

建
屋
に
換
気
装
置

１
号
機
、
作
業
員
入
る
準
備

　
東
京
電
力
は
３
日
、
福
島
第
一
個
だ
。
放
射
性
物
質
が
外
に
漏
・

一
原
子
力
発
電
所
１
号
機
の
原
一
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
小
・

！
」

設置された局所排風機ご

日本環境調査研究所提供
一 一 -

ベ
ニ
ヤ
板
で
仕
切
る
構
造
で
、

簡
単
に
組
み
立
て
ら
れ
る
。

　
５
日
に
は
、
作
業
員
が
空
気

ボ
ン
ベ
を
着
け
て
原
子
炉
建
屋

一
内
に
入
り
ヽ
換
気
用
の
管
を
設

漱
す
る
。

発
で
働
い
て
い
た
女
性
社
員
が

基
準
を
超
え
る
放
射
線
を
浴
び

た
こ
と
を
受
け
、
再
発
防
止
策

を
２
日
に
経
済
産
業
省
原
子
力

安
全
・
保
安
院
に
提
出
し
た
。

・
東
竃
は
、
発
電
所
で
女
性
を
働

２
号
機
も
換
気
装
置
の
設
計
’
か
せ
な
い
よ
う
に
し
、
空
気
の

一
を
始
め
て
い
る
。
２
号
機
の
原
・
浄
化
装
置
も
入
れ
た
。

子
炉
建
屋
内
の
空
気
中
の
放
射
一
部
屋
も
５
日
ま
で
に
完
成
式
二
度
側
に
設
置
し
た
。
原
子
炉
建
一
と
呼
ぱ
れ
、
放
射
性
物
質
を
合
子
炉
建
屋
内
は
湿
度
9
0
％
を
超

性
物
質
を
減
ら
す
換
気
装
置
を
‐
‐
‐
‐
せ
、
数
日
間
動
か
し
て
換
気
屋
の
空
気
を
吸
い
込
み
、
放
射
一
む
原
子
炉
建
屋
の
空
気
が
外
に
え
て
い
る
た
め
、
湿
度
を
下
げ
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設
置
し
た
．
原
子
炉
を
安
定
し
一
し
、
作
業
が
で
き
る
よ
う
放
射
．
性
物
質
を
合
む
ち
り
や
は
こ
り
・
・
漏
れ
な
い
よ
う
に
こ
の
ハ
ウ
ス

ー

る
工
夫
を
し
た
装
置
に
す
る
計
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た
状
態
で
止
め
る
た
め
に
、
作
一
線
量
を
下
げ
る
。

。
’
を
フ
ィ
ル
タ
ー
吸
着
さ
せ
る
。
一
に
空
気
を
入
れ
て
気
圧
を
高
く
一
画
だ
。

業
員
が
入
れ
る
よ
う
に
す
る
準
一
　
換
気
装
置
は
、
タ
ー
ビ
ン
建
　
小
部
屋
は
「
正
圧
ハ
ウ
ス
」
一
し
て
お
く
。
ハ
ウ
ス
は
鉄
骨
で
‐
‐
　
一
方
、
東
竃
は
福
島
第
一
原

「
地
震
酔
い
」
と
呼
ば
れ
、
乗
り
物
酔
い
に
似
て
い
る
ん
だ

な
か
舗
れ
な
い
。
だ
か
ら
、
地

震
酔
い
か
あ
っ
て
も
、
体
が
反

．ＣＯｌｎ

海
底
か
ら
セ

　
座
尽
電
力
は
３
日
、
福
島
第

　
一
原
発
か
ら
1
5
こ
と
2
0
♂
離
れ

た
海
底
の
土
か
ら
、
初
め
て
放

射
性
物
質
を
検
出
し
た
と
発
表

し
た
。

　
　
土
は
４
月
2
9
日
に
採
取
し

　
た
。
北
側
1
5
♂
の
地
点
で
、
土

・
―
♂
あ
た
り
、
放
射
性
ヨ
ウ
素

ペ
ー
３
１
が
１
９
０
Ｕ
、
セ
シ
ウ

ー
ム
ー
３
４
は
１
３
０
０
む
、
セ

ー
シ
ウ
ム
ー
３
７
は
１
４
０
０
Ｕ

　
だ
っ
た
。
海
底
の
土
の
基
準
は

’
な
い
。
単
純
比
較
は
で
き
な
い

　
４
り
ｓ
ｒ
Ｋ
Ｄ
ｙ
才
丿
喬
ヒ
ー
可
一

シ
ウ
ム

　
外
洋
に
漏
れ
出
る
の
を
防
ぐ

た
め
、
周
囲
に
フ
ェ
ン
ス
を
張

っ
て
い
る
。
フ
ェ
ン
ス
の
外
側

で
は
２
日
採
取
し
た
海
水
１
立

方
？
か
ら
放
射
性
ヨ
ウ
素
１
３

１
が
４
・
６
�
を
検
出
、
前
日

に
比
べ
て
７
倍
高
く
な
っ
て
い

ベ
フ
ェ
ン
ス
の
内
側
は
２
３

０
口
で
、
前
日
比
で
２
・
３
倍

高
か
っ
た
。

　
４
月
2
5
日
以
降
、
値
が
上
下

し
て
い
る
が
、
再
び
汚
染
水
か

漏
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
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